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木造毘沙門天立像 もくぞうびしゃもんてんりゅうぞう

34

市指定
所在地：桑原

木造観音菩薩立像 もくぞうかんのんぼさつりゅうぞう

市指定
所在地：桑原

右手に戟を持ち、左手
には塔を捧げている。彫
眼に胡粉

ごふん

の彩色を施すな
ど後補が著しく、当初の
像容をかなり損じている
が、量感豊かな一木造で
あることから、平安時代
後期にさかのぼる可能性
がある。台座や持物は、
後補の際のものである。
毘沙門天は、四天王の
中から多聞天を取りだし、
毘沙門天として崇敬され
るもので、福徳高貴の神
とされやがては七福神の
一つになっていく。
毘沙門堂所在。
像高131㎝。

やや左に腰をひねり、右手を
垂下し、折った左手に蓮華を持
ったポーズで静立している。
後補により彩色が施され、当
初の像容を損じているものの、
体　と一体化した天衣、浅い彫
りの衣文、穏やかな面相など、
平安時代後期の観音像の特徴を
備えている。台座、光背及び持
物は後補のものである。
地方仏師の手によるものであ
るが、丹波地域の仏像彫刻の有
様をうかがう上で貴重な作品で
ある。
毘沙門堂所在。
像高108㎝。


